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１．概要（Summary） 

電界効果トランジスタ（FET）を用いたバイオセン

サは、対象物質の捕捉に向けてセンサ表面の機能化が

重要である。今回、二酸化ケイ素表面の親水化処理及

び自己組織化単分子膜による修飾を試みた。また、機

能化したセンサを用い、小分子の捕捉による応答を閾

値電圧シフトとして検出するため、FET の半導体特性

の測定を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

高性能半導体デバイス・ アナライザ 

プラズマリアクター（ヤマト科学製/PR500） 

【実験方法】 

二酸化ケイ素表面のレジストを除去後、O2プラズマ

アッシングを施し、シラノール基を導入した。次に、

1% 3-アミノプロピルトリエトキシシラン含有トルエ

ン溶液に浸漬することで、自己組織化単分子膜を修飾

した。そして、受容体として負電荷を有するアプタマ

ーを固定化した。このアプタマー表面のセンサに対し、

非荷電の小分子であるコルチゾールを滴下し、その前

後の Vg-Id特性を測定した。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

アプタマー固定化 FET における、コルチゾールの滴

下前後の Vg-Id特性を Fig. 1に示す。 

 

Fig. 1 Vg-Id characteristics before and after cortisol 

dripping. 

 

この時、コルチゾール滴下後、閾値電圧シフトが確

認された。この応答は、コルチゾールの捕捉に伴うア

プタマーの構造変化に由来することが示唆された。 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・共同研究者：NEC ソリューションイノベータ株式会

社 和賀巌様 

・COI-S（JST）「さりげないセンシングと日常人間ド

ックで実現する自助と共助の社会創生拠点」 

 

５．論文・学会発表（Publication/Presentation） 

なし。 

 

６．関連特許（Patent） 

なし。 

 


